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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、熟練教師の行動観察上の特性（視点及び方略）をもとに、重複障害
児の心理アセスメントに用いる行動観察マニュアルを作成し、特別支援教育を専攻する日韓の大学生を対象とし
てその有効性を検証することであった。マニュアルは、①自立活動６区分を念頭に置いた上で行動観察を実施す
ること、②子どもをみる視点を固定した上で視野を広げるように観察すること、などであった。その結果、一部
修正すべき部分はあるが、大学における教員養成や臨床教育への活用可能性が高いと評価された。今後、このマ
ニュアルに基づいた「行動観察教育プログラム」を開発して、日韓の教師教育の更なる発展に貢献したいと思
う。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this Japan-Korea joint research is to develop Behavior 
Observation Guideline (BOG) using in the psychological assessment of children with multiple 
disabilities, and to examine effectiveness of the use of BOG based on experimental researches of 
university students who are mamjoring in special education. The results have shown that the BOG is 
useful in the psychological assessment of children with multiple disabilities. Therefore, next 
researches need to modify the BOG in order to increase its effectiveness and develop Behavior 
Observation Teaching Program for teacher education (pre-service and in-service education) in Japan 
and Korea.

研究分野：特別支援教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（１）重複障害児の定義と実態 

 本研究では、肢体不自由と知的障害を併せ
有する児童生徒を「重複障害児（Child with 

Multiple Disabilities）」と定義する。 

特別支援学校に在籍する児童生徒の障害
の重度・重複化、多様化の傾向が著しく、特
に特別支援学校（肢体不自由）においては七
割の児童生徒が重複障害学級に在籍してい
る。さらに、特別支援学校の医療的ケアに関
する調査（文部科学省，2016）によると、全
国の公立特別支援学校において日常的に医
療的ケアが必要な児童生徒は、在籍者のうち
約 6％であった。 
 

（２）重複障害児の教育課程 

学習指導要領の「重複障害者等に関する教
育課程の取扱い」によると、知的障害を併せ
有する児童生徒については、各教科・科目又
は各教科・科目の目標及び内容の一部を、特
別支援学校（知的障害）の各教科の全部又は
一部と代替することができるとしている。さ
らに、重複障害児のうち、学習が著しく困難
な場合は、各教科・科目若しくは特別活動の
目標及び内容の一部又は各教科・科目若しく
は総合的な学習の時間に替えて自立活動を
主とした指導を行うことができるとしてい
る。しかしながら、自立活動の指導について
は、目標や内容を選定する際の観点として 6
区分 26 項目を示しているが、その目標や内
容、そして方法等に関する具体的な記述は見
られない。つまり、重複障害児の指導は、子
ども一人ひとりを実際に担当する教師の専
門性に委ねているといえよう。 

 
（３）重複障害児の指導における実態把握の

重要性とその主な方法 
 重複障害児の教育的ニーズに応じた指導
を行うためには、指導の目標や内容、そして
方法等を設定するための根拠となる実態把
握（心理アセスメント）を的確に行う必要が
ある。 
実態把握の主な方法としては、保護者や他

の専門家から直接的に情報を収集する面接
法、児童生徒の行動を観察して分析する行動
観察法、標準化された検査を通して客観的な
データを収集する検査法といった 3つの手法
が幅広く用いられる。しかし、重複障害児の
場合には、検査法や面接法を用いるにあたっ
て現実的な限界（適用可能な検査法が少ない，
他の専門家と面接する機会が少ないなど）が
あり、行動観察法に頼る部分が大きいと言わ
れる。 
 

（４）重複障害児の行動観察における客観的
なマニュアルの不在 

重複障害教育では、行動観察の重要性が示
唆されているものの、児童生徒の行動をどの
ような視点から分析すればいいのか、その具
体的な視点と方略について客観的に説明す

るマニュアルはほとんど見られない。つまり、
重複障害児を指導する教師は、行動観察での
解釈が主観になりやすい問題から離れるこ
とができないままに、悩みながら日々の実践
に取り組んでいるのであろう。このことから、
重複障害児の指導の質的向上を図るために
は、行動観察マニュアルを作成・普及し、大
学における教員養成及び臨床教育に活用す
るとともに、教育現場にも提供する必要があ
る。 

 

（５）客観的な指標としてのアイ・トラッキ
ング（eye tracking） 

科学研究費補助金（課題番号：24653176）
の成果をふまえ、客観的な指標の 1 つとして
アイ・トラッキング・データの採用可能性が
検証された。重複障害児の指導に携わる教師
や学生の心理アセスメント時の行動特性を
明らかにし、また対象者の特性を比較検討す
るためには、アイ・トラッキングは有意味な
手がかりになると考えられる。そこで本研究
においては、アイ・トラッキング（実験）と
インタビュー（面接）を併用して重複障害児
の「行動観察マニュアル」を作成しようとし
た。 

 

２．研究の目的 

本研究では、まず、重複障害児の指導に携
わる熟練教師の行動観察上の特性（視点及び
方略）を明らかにすることを目的とした（研
究Ⅰ）。次に、熟練教師の結果をもとに、重
複障害児の心理アセスメントに用いる行動
観察マニュアルを作成して、日韓の大学生を
対象としてその有効性と課題を検討した（研
究Ⅱ）。 

なお、本研究の計画（構成）は Fig. 1 に示
す。 

 

注）上記は、本研究の当初計画である。研究代表

者の異動（平成 27 年 4月）に伴い、当初の予定よ

りも遅れた。このため、補助事業期間延長を申請

し、平成 27 年度の研究に関しては、平成 27～28

年度にかけて完了した。 

Fig. 1 本研究の計画 



３．研究の方法 

（１）対象者 
特別支援学校に在職する熟練教師 20名（日

本 10 名，韓国 10 名）を対象者として重複障
害児の行動観察上の視点と方略について検
討した（研究Ⅰ）。 
また、行動観察マニュアルの有効性検証に

は、特別支援教育専攻する大学生 20 名（日
本 10 名，韓国 10 名）を対象者として実験を
行った（研究Ⅱ）。 

 
（２）実験映像 
肢体不自由と知的障害を併せ有する重複

障害児（6歳，大島分類「7」）の映像 9 分 30
秒を用いた。映像の内容は、授業、移動、食
事、そしてコミュニケショーンなどの 10 場
面であった。 

 
（３）アイ・トラッキング装置  
実験には、竹井機器工業(株)の Free View

と Talk Eye Lite を用いた。Free View と Talk 
Eye Lite は、頭部運動を固定した被験者の左
右一方の眼球上の近赤外線反射輝点と瞳孔
中心を検出して、相対的な偏差からリアルタ
イムに眼球運動（視点情報）を得るものであ
る。被験者に与える刺激としての映像ならび
に視点の動きは DVD に記録すると共に座標
数値データとして記録する。 
 
（４）実験計画 
研究Ⅰでは、「（５）実験」を実施し、熟練

教師の特性を明らかにした。日韓の比較検討
はせず、両国の熟練教師の共通する点に注目
して分析した。 
研究Ⅱでは、研究Ⅰをもとに作成した行動

観察マニュアルの有効性を検証することが
目的であった。対象者は両群（マニュアル活
用群と非活用群）に分け、実験前に活用群の
みに対して講義（3 回，計 3 時間）を実施し
た（Fig. 2）。講義後、両群とも研究Ⅰと同
様の手続きで、「（５）実験」を行った。講義
の内容は、①自立活動 6区分を念頭に置いた
上で行動観察を実施すること、②子どもをみ
る視点を固定した上で視野を広げるように
すること、などであり、研究分担者及び研究
協力者等と協議を経て準備した。マニュアル
の内容記載は省略する。 
 
（５）実験 
アイ・トラッキング（実験）とインタビュ

ー（面接）の 2段階で行われた。まず、対象
者に実験の流れを説明した後、実態把握シー
トを与えた。そのシートは「身体の動き」「コ
ミュニケーション」「今後の課題」といった 3
項目で構成された。その後、口頭で「身体の
動きとコミュニケーションの観点から K児の
実態把握を行ってください。今後、K 児の実
践において特に注目してほしい課題があれ
ば、重要度の高い順に 3つ挙げて下さい」と
した。対象者は、Rewind を除いた Play、Pause、

Stop 機能を自由に使いながら、子どもの行動
観察を行うようにした。実態把握シートの作
成後、対象者に「課題の適切性を確認するた
めに、もう一度見たい場面を 1つ選んでくだ
さい」とし、その場面を見る際に、アイ・ト
ラッキングを実施した。対象者に与えた刺激
としての映像ならびに視点の動きは録画す
るとともに、座標数値データとして記録した。
アイ・トラッキング終了後には、面接調査を
実施した。質問内容は、子どもの行動観察を
する中で「注視点」はどのような部分であっ
たのか、なぜその部分に注目したのかなどで
あった。 
 
（６）分析 
研究Ⅰでは、アイ・トラッキングの量的デ

ータと面接調査記録（質的データ）の関連を
分析して、対象者の行動観察特性（視点と方
略）について整理した。 
研究Ⅱでは、大学生のデータ（マニュアル

活用群と非活用群）と熟練教師のデータ（研
究Ⅰ）を比較検討した。つまり、熟練教師の
データを基準とした上、大学生のマニュアル
活用群と非活用群との間に有意味な差異が
見られるのか検討した。 
 
４．研究成果 
（１）重複障害児の行動観察マニュアルの活

用と課題（限界） 
本研究では、日韓の熟練教師のデータをも

とに、行動観察マニュアルを作成し、その有
効性（教師教育や臨床教育への活用）を検証
した。マニュアルの内容は、①自立活動 6 区
分を念頭に置いた上で行動観察を実施する
こと、② 子どもをみる視点を固定した上で
視野を広げるようにすること、などであった。
研究Ⅱ（マニュアル活用群と非活用群の比較
検討）の結果、活用群のデータと熟練講師の
データの一致率が高く、非活用群と有意味な
差が見られた。現段階で断言することはでき
ないが、本研究で作成されたマニュアルは一
部を修正すべきであるが、その有効性につい
ては異論がないといえる。マニュアルの内容
は、今後修正を予定であるため、ここではそ
の詳細を記載しない。 

Fig. 2 講義内容（資料）の例 



また、行動観察マニュアルに関する講義の
回数と時間についても、今後引き続き検討す
る必要がある。つまり、対象者の実験後イン
タビューを考慮すると、講義の受講負担を軽
減するために、当初の講義計画（3 回，計 3
時間）を設けていたが、自立活動や個別の指
導計画等の概念を短時間で理解することは
できないため、それらの概念理解を求める場
合は講義の回数と時間を調整する必要があ
ると思われた。協議の結果、自立活動や個別
の指導計画等は省略できない内容であると
判断したため、受講負担と内容理解のバラン
スを考慮して、講義の内容、回数、時間など
について再整理する必要があることが示唆
された。特に、自立活動 6区分は、韓国の大
学生に説明する際にその背景知識を概観す
る必要性が指摘された。 

 

（２）研究成果の国際的な発信と国際的なネ
ットワークの形成 

研究成果は、日本、韓国、中国等の国際会
議で発表した。 

例えば、The 8th Chang-Pha International 
Symposium（2015 年 1 月，韓国）、第 1回韓日
特殊教育セミナー（2016 年 1 月，韓国）など
では、重複障害児の心理アセスメントにおけ
る熟練教師の行動観察上の特性（研究Ⅰの成
果）を紹介した。これらの発表では、日韓の
熟練教師の実験結果ををもとに行動観察上
の共通特性が見られたことを説明し、日韓共
通の行動観察マニュアルを作成して、両国の
教師教育や臨床教育に活用することが望ま
しいことを提案した。本研究の趣旨と目的に
関心を示すアジア（特に，韓国と中国）の研
究者が多かったため、国際的なネットワーク
を形成し、重複障害児の心理アセスメントに
おける教師や大学生の行動観察上の特性解
明とマニュアル作成・活用に協力することを
合意した。また、2016 International Forum 
on Education for Children with Autism（2016
年 11 月，中国）などでは、特別支援教育に
おける教育工学的アプーロチの有効性につ
いて講演をした。特別支援教育（特に，重複
障害教育）におけるアイトラッカーの活用可
能性を紹介した。 
今後、行動観察マニュアルに基づいた「行

動観察教育プログラム」を開発し、大学にお
ける教員養成や臨床教育に導入するととも
に、教育現場にも提供する必要があると考え
る。 
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